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一
、
問
題
の
所
在

親
鷲
が
宣
揚
し
た
浄
土
真
宗
と
い
う
仏
教
を
思
想
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
経
典
と
し
て

「
大
乗
浬
般
市
経
』
（
以
下
『
浬
繋

経』）

の
占
め
る
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。
周
知
の
如
く
、
『
浬
繋
経
』
で
は
、
王
に
仏
性
思
想
を
標
題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば

経
典
で
は
、
仏
性
に
つ
い
て
「
所
有
の
仏
性
は
、
是
く
の
如
く
甚
深
に
し
て
知
見
得
る
こ
と
難
し
。
唯
仏
の
み
能
く
知
る
。
諸
の
声
聞

縁
覚
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
。
善
男
子
、
智
者
は
応
に
是
く
の
如
き
分
別
を
作
し
て
如
来
性
を
知
る
べ
し
」
と
一
不
す
よ
う
に
、
あ
る
種

「
仏
知
見
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
最
も
そ
の
こ
と
を
、
曾
て
親
驚
が
学
ん
だ
天
台
教
学
で
捉
え
る
な
ら
、
行
者
自
身
が
開
示
悟
入
に

お
い
て
ブ
ッ
ダ
の
智
慧
（
四
仏
知
見
）
を
体
得
し
て
い
く
歩
み
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
こ
う
し
た
意
味
で
『
浬
繋
経
』
を
問
え

ば
、
仏
性
と
は
、
ど
こ
ま
で
も
解
脱
、
法
身
、
般
若
の
「
一
二
徳
」
を
踏
ま
え
る
上
で
の
智
慧
で
あ
り
、
且
つ
ま
た
、
大
乗
菩
薩
道
の
問

題
と
し
て
議
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
親
鷲
は
、
仏
性
の
意
味
を
そ
う
し
た
菩
薩
道
の
上
に
お
い
て
理
解
し
て
い
な
い
。
ど

こ
ま
で
も
、
阿
弥
陀
の
「
光
明
」
と
「
寿
命
」
と
い
う
両
面
か
ら
捉
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
光
明
」
と
「
寿
命
」
と
は
、

言
、
つ
ま
で
も
な
く
「
大
無
量
寿
経
』
の
「
光
明
無
量
」
と
「
寿
命
無
量
」
の
本
願
を
前
提
と
し
て
い
る
。

七
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『
浬
繋
経
』
そ
の
も
の
は
、
決
し
て
阿
弥
陀
仏
や
浄
土
を
説
こ
う
と
す
る
経
典
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
『
浬
般
市
経
』
は
、
ブ
ツ
ダ
の

（

2
）
 

寿
命
を
「
如
来
は
常
住
に
し
て
、
変
易
有
る
こ
と
無
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
永
遠
な
る
如
来
の
側
面
か
ら
肉
身
の
釈
尊
を
説
い
て
い
る

つ
ま
り
、
親
驚
は
、
こ
の
よ
う
な
「
浬
繋
経
』
で
説
く
法
身
不
滅
の
思
想
背
景
を
踏
襲
し
、
『
大
無
量
寿
経
』
で
説
く

阿
弥
陀
如
来
の
光
寿
無
量
を
究
明
し
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
『
教
行
信
証
』
「
真
仏
土
巻
」
で
説
く
『
浬
繋
経
』
の
教
証

を
中
心
に
悉
有
仏
性
の
内
容
を
尋
ね
て
い
き
た
い
。

か
ら
で
あ
る
。

二
、
親
鷲
の

『
大
乗
浬
繋
経
』
観
｜
｜
「
真
仏
土
巻
」

の
構
成
に
お
け
る
考
証
｜
｜

曾
て
先
人
は
、
『
教
行
信
証
』
と
大
乗
経
典
と
い
う
関
係
性
及
び
構
造
に
つ
い
て
、
『
大
無
量
寿
経
』
は
選
択
本
願
の
安
心
を
一
不
す
経

典
で
あ
り
、
『
華
厳
経
」
と
『
浬
繋
経
』
は
そ
の
教
相
を
示
す
経
典
で
あ
る
と
説
か
れ
出
o

そ
し
て
、
特
に
『
教
行
信
証
」
「
真
仏
土

巻
」
で
の
「
浬
繋
経
』
の
課
題
に
お
い
て
示
す
な
ら
、
善
導
の
「
極
楽
は
無
為
浬
繋
の
界
な
り
」
と
い
う
教
示
に
集
約
さ
れ
る
と
言
わ

れ
る
。「
教
行
信
証
」
「
真
仏
土
巻
」
の
中
で
は
、
『
浬
繋
経
」
の
経
文
が
十
三
文
ほ
ど
引
証
さ
れ
て
い
る
。
経
文
の
構
成
は
、
「
四
相
品
」

（
①
）
、
「
四
依
品
」
（
②
）
、
「
聖
行
品
」
（
③
）
、
「
党
行
品
」
（
④
）
、
「
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」
（
⑤
⑥
⑦
）
、
「
迦
葉
菩
薩
品
」
（
⑧
⑨
⑩
⑪

⑫
）
、
「
師
子
肌
菩
薩
品
」
（
⑩
）
と
あ
る
が
、
比
較
的
に
七
品
順
序
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
例
外
的
に
、
短
文
の
「
党
行
品
」

（
第
一
義
諦
の
文
）
と
最
後
の
「
師
子
肌
菩
薩
品
」
（
眼
見
聞
見
の
丈
）
は
、
後
に
親
鷲
が
意
図
的
に
経
文
の
挿
入
と
品
の
前
後
を
入
れ

替
え
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
こ
で
説
く
教
証
の
分
科
は
、
過
去
の
先
行
研
究
を
見
て
も
細
か
く
分
か
れ
る
所
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
現
段
階
で
は
確
証
は
な
い
の

だ
が
、
今
は
大
枠
で
経
丈
の
組
織
を
捉
え
て
み
た
い
。
表
で
示
せ
ば
、
左
記
の
如
く
で
あ
る
。
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本
稿
は
便
宜
上
、
仮
に
「
浬
繋
」
と
「
仏
性
」
を
大
き
く
区
分
し
た
が
、
元
よ
り
そ
の
意
味
は
、
分
断
的
に
捉
え
る
問
題
で
は
な
い
。

【

1
】
は
「
浬
繋
」
の
中
か
ら
仏
性
の
内
実
を
尋
ね
て
い
く
課
題
で
あ
り
、
他
方
円
2
】
で
は
衆
生
に
お
い
て
仏
性
が
ど
の
よ
う
に
顕

（

7
）
 

現
さ
れ
る
の
か
を
課
題
と
し
て
い
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
問
題
の
対
象
は
仏
性
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
小
論
で
は
主
に
「
大
浬
般
市
」
「
常
楽

我
浄
」
「
見
仏
性
」

の
問
題
を
中
心
に
尋
ね
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味
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三
、
解
脱
と
大
浬
繋

「
真
仏
土
巻
」
で
は
、
親
鷺
が
浬
繋
の
意
味
を
尋
ね
て
い
く
な
か
、
ま
ず
解
脱
と
い
う
言
葉
に
触
れ
て
い
く
。
『
浬
繋
経
」
「
四
相
品
」

は
上
・
下
段
に
分
か
れ
て
説
か
れ
る
が
、
主
に
前
者
は
、
浬
繋
の
相
を
四
つ
に
分
け
自
正
、
正
他
、
能
随
問
答
、
善
解
因
縁
義
と
い
っ

た
意
味
を
説
い
て
い
く
。

一
方
後
者
は
、

そ
れ
を
承
け
て
菩
薩
の
身
口
意
三
業
の
中
で
、
特
に
意
業
に
つ
い
て
説
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
菩
薩
の
意
業
の
中
に
お
い
て
、
解
脱
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

経
文
で
は
迦
葉
菩
薩
が
世
尊
に
対
し
て
浬
繋
と
は
云
何
な
る
意
味
か
質
問
す
る
所
に
始
ま
る
。

大
般
浬
繋
と
は
解
脱
処
と
名
づ
く
。
衆
生
を
調
伏
す
る
こ
と
有
る
処
に
従
い
て
、
如
来
は
中
に
於
て
一
不
現
を
作
す
。
是
の
真
実
甚

（
自
）

深
の
義
を
以
て
の
故
に
大
浬
繋
と
名
づ
く
。
（
中
略
）
善
男
子
よ
、
夫
れ
浬
繋
と
は
名
づ
け
て
解
脱
と
す
。

一
般
的
に
は
束
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
、
煩
悩
か
ら
自
由
に
な
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
浬
繋
経
』
で
説
く

真
の
解
脱
と
は
、
行
者
自
ら
の
安
住
で
は
な
く
、
如
来
の
浬
繋
を
顕
す
た
め
の
解
脱
と
し
て
明
か
し
て
い
く
。
そ
れ
故
、
『
浬
般
市
経
』

（

9
）
 

で
は
解
脱
を
九
二
種
ほ
ど
警
除
し
て
説
明
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

解
脱
と
は
、

さ
て
、

そ
う
し
た
前
提
を
踏
ま
え
「
真
仏
土
巻
」
で
は
、
以
下
の
経
丈
が
引
か
れ
る
。

又
解
脱
は
、
名
づ
け
て
①
虚
無
と
日
う
。
虚
無
即
ち
是
れ
解
脱
な
り
。
解
脱
即
ち
是
れ
知
来
な
り
。
如
来
即
ち
是
れ
虚
無
な
り
。

非
作
の
所
作
な
り
。
（
乃
至
）
真
解
脱
は
②
不
生
不
滅
な
り
。
こ
の
故
に
解
脱
即
ち
是
れ
如
来
な
り
。
如
来
ま
た
爾
な
り
。
不
生

不
滅
・
不
老
不
死
・
不
破
不
壊
に
し
て
、
有
為
の
法
に
あ
ら
ず
。
こ
の
義
を
以
て
の
故
に
、
名
づ
け
て
如
来
入
大
浬
繋
と
日
う
。

（
乃
至
）
又
解
脱
は
③
無
上
上
と
名
づ
く
。
（
乃
至
）
無
上
上
は
即
ち
真
解
脱
な
り
。
真
解
脱
は
、
即
ち
是
れ
如
来
な
り
。
（
乃
至
）

若
し
阿
蒋
多
羅
三
親
三
菩
提
を
成
ず
る
こ
と
を
得
巳
り
て
、
④
無
愛
無
疑
な
り
。
加
熱
愛
無
疑
は
即
ち
真
解
脱
な
り
。
真
解
脱
は
即



ち
是
れ
如
来
な
り
。
（
番
号
・
括
弧
筆
者
）

親
驚
は
、
解
脱
の
解
釈
に
つ
い
て
大
半
を
省
略
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
①
虚
無
、
②
不
生
不
滅
、
③
無
上
上
、
④
無
愛
無
疑
の
四

つ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
①
の
虚
無
と
い
う
意
味
は
、
「
大
乗
浬
繋
経
」
を
語
る
上
で
特
に
重
要
な
意
味
で
あ
り
、
部
派
仏
教
（
小
乗
）

か
ら
続
く
二
種
浬
繋
の
一
つ
で
あ
る
無
余
依
浬
繋
に
大
き
く
関
わ
る
。
声
聞
縁
覚
（
二
乗
）
は
自
ら
身
心
を
滅
尽
す
る
灰
身
滅
智
に
傾

斜
す
る
が
、
『
浬
繋
経
』
で
は
そ
う
し
た
虚
無
的
立
場
を
一
蹴
し
、
虚
無
の
意
味
を
「
非
作
所
作
」
と
し
て
問
い
質
し
て
い
く
。
「
非
作

所
非
」
と
は
、
本
来
「
作
・
所
作
に
あ
ら
ず
」
と
読
む
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
親
鷲
に
お
い
て
は
「
非
作
の
所
作
な
り
」
と
読
ん
で
い

く
。
前
者
は
「
作
す
こ
と
も
作
さ
れ
る
こ
と
も
無
い
」
と
訳
す
が
、
後
者
で
は
「
作
す
（
さ
れ
る
）
こ
と
の
な
い
作
さ
れ
方
」
と
訳
す

た
め
、
所
作
を
肯
定
的
に
読
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
色
々
考
え
る
要
因
が
あ
る
の
だ
が
、
と
も
か
く
親
驚
は
解
脱
を
無
内
容
の
無
で
は

な
く
、
任
運
で
自
然
な
意
味
と
し
て
解
釈
し
て
い
「
引
o

つ
ま
り
、
『
浬
繋
経
」
に
基
づ
く
「
如
来
常
住
、
無
有
変
易
」
と
い
っ
た
思
想

背
景
を
踏
ま
え
て
虚
無
を
動
的
に
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

他
方
②
不
生
不
滅
は
、
生
死
か
ら
繋
縛
さ
れ
ず
偏
見
が
無
い
意
味
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
③
無
上
上
と
④
無
愛
無
疑
に

関
し
て
親
鷲
は
、
『
諸
経
和
讃
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

無
上
上
は
真
解
脱

真
解
脱
は
知
来
な
り

真
解
脱
に
い
た
り
て
ぞ

加
熱
愛
無
疑
と
は
あ
ら
わ
る
る

親
驚
は
「
無
上
上
」
に
つ
い
て
「
ほ
っ
し
ん
を
む
じ
よ
う
じ
よ
う
と
い
い
、
し
ん
げ
た
っ
と
も
い
う
」
と
左
訓
を
施
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
親
鷲
は
知
来
が
法
身
常
住
で
あ
る
が
故
に
、
本
よ
り
無
上
上
、
真
解
脱
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
理
解
す
る
。
ま
た
同
時
に
、

そ
う
し
た
解
脱
の
内
実
は
愛
欲
や
疑
蓋
が
全
く
雑
わ
る
こ
と
が
無
い
こ
と
を
顕
す
と
一
言
う
の
で
あ
る
。

親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味



親
驚
に
お
け
る
仏
性
関
覚
の
意
味

そ
し
て
、
そ
う
し
た
解
脱
の
意
味
に
呼
応
し
て
、
親
鷲
は
次
な
る
経
文
を
引
い
て
い
る
。

如
来
は
即
ち
是
れ
浬
繋
な
り
。
浬
繋
は
即
ち
是
れ
無
尽
な
り
。
無
尽
は
即
ち
是
れ
仏
性
な
り
。
仏
性
は
即
ち
是
れ
決
定
な
り
。
決

定
は
即
ち
是
れ
阿
鰐
多
羅
三
親
三
菩
提
な
り
と
。

上
述
の
展
開
で
は
無
上
菩
提
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
は
「
無
愛
無
疑
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
そ
の
無
上

菩
提
の
内
容
と
は
一
体
知
何
な
る
も
の
か
と
言
え
ば
、
親
驚
は
浬
繋
、
無
尽
、
仏
性
、
決
定
で
あ
る
と
示
す
。

周
知
の
如
く
、
解
脱
と
は
非
常
に
多
く
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、
『
浬
繋
経
」
で
は
専
ら
浬
繋
や
仏
性
と
い
っ
た
意
味
と
し

て
捉
え
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
解
脱
が
「
三
解
脱
門
」
と
い
っ
た
空
・
無
相
・
無
願
で
あ
る
よ
う
な
立
場
な
ら
、
そ
れ
は
、
禅
定
に
お

い
て
実
体
を
否
定
し
て
い
く
歩
み
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
浬
繋
経
』
で
説
く
真
の
解
脱
と
は
、
あ
く
ま
で
大
般
浬
繋
で
あ
り
、

仏
性
を
前
提
と
し
て
い
る
。

（

U
）
 

親
驚
は
「
虚
無
」
に
つ
い
て
『
無
量
寿
経
』
の
「
皆
、
自
然
虚
無
の
身
、
無
極
の
体
を
受
け
た
り
」
と
い
っ
た
経
丈
を
度
々
引
い
て

い
る
。
『
無
量
寿
経
』
で
示
す
「
虚
無
」
の
意
味
と
は
、
安
楽
園
に
住
す
る
者
た
ち
は
、
皆
そ
う
し
た
形
色
と
な
っ
て
異
な
り
が
無
い

と
説
く
。
す
な
わ
ち
、
親
鷲
に
と
っ
て
、
虚
無
と
は
単
に
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
な
も
の
で
は
な
く
、
「
自
然
虚
無
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

ブ
ツ
ダ
の
入
滅
は
個
人
の
死
没
で
は
な
く
、
覚
り
が
実
現
さ
れ
る
大
浬
繋
で
あ
る
と
経
典
は
説
く
。
親
鷲
は
そ
う
し
た
説
示
に
注
意

し
、
如
来
の
寿
命
は
肉
体
の
有
無
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
「
非
作
所
作
」
と
す
る
如
来
の
寿
命
無
量
と
し
て
衆
生
に
働
き
か
け
て
い
る

と
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

し
た
が
っ
て
、
親
驚
は
「
真
仏
土
巻
」
で
先
ず
「
解
脱
」
や
「
浬
繋
」
と
い
っ
た
側
面
に
お
い
て
仏
性
を
把
捉
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
の
で
あ
る
。



四
、
常
楽
我
浄
｜

l
知
来
の
徳
｜
｜

さ
て
、
次
な
る
問
題
は
、
大
浬
繋
の
果
徳
と
挙
げ
る
常
楽
我
浄
の
課
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
紙
面
上
の
都
合
も
あ
る
の
で
全
体
を
究

明
し
な
い
が
、
た
だ
、
親
驚
が
常
楽
我
浄
の
中
で
何
故
「
我
」
の
部
分
（
上
表
で
は
⑦
）
だ
け
を
引
用
し
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由

を
尋
ね
て
み
た
い
。

た
と
え
ば
経
典
で
は
、
常
楽
我
浄
の
内
容
に
つ
い
て
の
以
下
の
如
く
説
い
て
い
る
。

苦
な
る
者
を
楽
と
計
し
、
楽
な
る
者
を
苦
と
計
す
。
是
れ
顛
倒
の
法
な
り
。
無
常
を
常
と
計
し
、
常
を
無
常
と
計
す
。
是
れ
顛
倒

の
法
な
り
。
無
我
を
我
と
計
し
、
我
を
無
我
と
計
す
。
是
れ
顛
倒
の
法
な
り
。
不
浄
を
浄
と
計
し
、
浄
を
不
浄
と
計
す
。
是
れ
顛

倒
の
法
な
り
。
（
中
略
）
世
間
も
亦
常
楽
我
浄
有
り
。
出
世
も
亦
常
楽
我
浄
有
り
。
世
間
法
は
宇
有
り
て
義
無
く
、
出
世
間
は
宇

（日）

有
り
て
義
有
り
。

『
浬
般
市
経
』
で
は
、
常
楽
我
浄
を
浬
繋
の
四
徳
と
し
て
呼
ぶ
。
こ
う
し
た
背
民
は
今
詳
細
に
は
言
え
な
い
が
、
た
だ
部
派
仏
教
時
代

か
ら
続
く
「
人
無
我
・
法
有
」
と
い
っ
た
思
想
背
景
を
考
慮
す
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
『
大
乗
浬
繋
経
」
が
成
立
す
る
以
前
ま
で
、

「
無
常
・
苦
・
無
我
・
不
浄
」
（
三
法
印
或
い
は
四
法
印
）
と
い
っ
た
説
一
不
が
広
く
浸
透
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
「
浬
繋
経
』

は
そ
れ
に
応
じ
た
形
で
、
「
浬
般
市
の
四
徳
」
と
い
う
思
想
が
生
ま
れ
て
き
た
。
経
典
で
は
世
間
法
（
有
為
）
に
基
づ
く
常
楽
我
浄
を
四

顛
倒
と
し
て
、
出
世
間
法
（
無
為
）
に
基
づ
く
常
楽
我
浄
を
浬
繋
の
四
徳
と
し
て
説
い
て
い
く
。

「
真
仏
土
巻
」
で
は
浬
繋
の
凶
徳
に
つ
い
て
、
常
徳
（
上
表
で
は
④
）
は
「
党
行
品
」
、
楽
徳
（
⑤
）
、
浄
徳
（
⑥
）
は
「
高
貴
徳
王

菩
薩
品
」
と
そ
れ
ぞ
れ
尋
ね
て
い
る
。
し
か
し
、
⑦
我
徳
に
つ
い
て
親
驚
は
、
経
文
を
避
け
、
全
く
質
の
異
な
っ
た
経
文
を
挙
げ
る
の

で
あ
る
。
元
よ
り
経
典
で
は
「
我
」
の
背
景
に
つ
い
て
頻
繁
に
説
い
て
い
る
。
な
か
で
も
「
知
来
性
品
」
で
は
、
そ
の
我
に
つ
い
て
深

親
驚
に
お
け
る
仏
性
関
覚
の
意
味



親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味

四

く
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
品
で
は
、
迦
葉
菩
薩
が
二
十
五
有
に
覆
わ
れ
る
現
実
世
界
に
「
我
」
は
存
在
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
と
問

う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
聞
い
に
対
し
て
世
尊
は
以
下
の
如
く
説
い
て
い
る
。

善
男
子
よ
、
我
と
は
即
ち
是
れ
如
来
蔵
の
義
な
り
。
一
切
衆
生
に
悉
く
仏
性
有
り
。
即
ち
是
れ
我
の
義
な
り
。

す
な
わ
ち
「
我
」
と
は
如
来
蔵
で
あ
り
、
「
我
の
義
」
と
は
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
で
あ
る
と
説
く
。
こ
こ
は
、
大
変
難
解
な
問
題
で

あ
る
た
め
、
今
は
要
点
だ
け
を
述
べ
て
お
く
。
前
者
「
我
」
と
は
、
あ
く
ま
で
存
在
と
し
て
の
「
我
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
経
文
で
は
如

来
蔵
と
示
す
。
他
方
、
後
者
「
我
の
義
」
と
い
う
の
は
、
「
我
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
「
我
の
意
味
・
意
義
」
と
解
釈
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
こ
と
を
経
文
で
は
「
一
切
衆
生
に
悉
く
仏
性
有
り
」
と
明
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
両
者
の
視
点
か
ら
見
て
分
か
る
よ

う
に
、
我
そ
の
も
の
は
如
来
蔵
を
示
し
、
我
で
あ
る
如
来
法
身
の
意
味
内
容
が
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
う
考

え
る
と
、
「
如
来
性
口
巴
で
説
く
「
悉
有
仏
性
」
と
は
、
「
我
（
そ
の
も
の
）
が
あ
る
」
の
で
は
な
く
、
「
我
（
と
い
う
意
味
）
で
あ
る
」

と
見
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
時
に
そ
れ
は
、
従
来
「
悉
く
仏
性
が
有
る
」
と
い
っ
た
成
仏
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
読
み
方
か

ら
、
「
悉
く
仏
性
で
あ
る
」
と
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
衆
生
に
は
仏
性
と
い
う
動
的
な
在
り
方
を
し
て
い
る
の
だ
と
解
釈
で
き
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
上
述
で
示
す
衆
生
と
は
、
自
ら
の
本
来
的
在
り
方
が
仏
性
で
あ
る
こ
と
を
覚
知
で
き
る
か
ど
う
か
を
問
題
と
し
て
い
る
。

何
故
、
衆
生
は
そ
う
し
た
虚
妄
な
る
分
別
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
の
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
経
文
で
は
、

是
の
如
き
の
我
の
義
は
、
本
従
り
巳
来
常
に
無
量
煩
悩
に
覆
わ
る
所
な
り
。
是
の
故
に
衆
生
は
見
る
こ
と
得
る
を
能
わ
ず
。

と
説
く
よ
う
に
、
広
い
意
味
で
言
え
ば
、
如
来
の
法
身
や
法
牲
と
い
っ
た
在
り
方
と
し
て
の
仏
性
は
、
ど
こ
ま
で
も
衆
生
の
思
慮
で
は

知
見
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
衆
生
に
お
け
る
見
仏
性
の
問
題
は
、
後
の
方
で
具
体
的
に
取
り
上
げ
る

が
、
と
も
か
く
、
今
述
べ
て
き
た
こ
と
を
整
理
す
れ
ば
、
我
と
は
如
来
蔵
で
あ
り
、
そ
の
意
味
が
仏
性
な
の
で
あ
る
。

ま
た
他
五
で
、
経
文
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、

出
世
の
我
相
は
名
づ
け
て
仏
性
と
す
。
是
の
如
き
我
を
計
す
に
是
れ
最
善
と
名
づ
く
。
（
後
略
）



仏
性
の
真
我
は
、
誓
え
ば
金
剛
の
致
壊
す
べ
か
ら
ず
が
如
し
。
（
後
略
）

（
初
）

今
日
、
如
来
所
説
の
真
我
を
名
づ
け
て
仏
性
と
日
う
。

と
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
浬
繋
経
』
で
説
く
我
と
は
、
ど
こ
ま
で
も
出
世
間
に
お
け
る
我
の
真
実
な
る
相
で
あ
り
、
ま
た
、
そ

う
し
た
真
実
な
我
（
真
我
）
と
は
、
全
て
仏
性
（
如
来
蔵
）
な
の
で
あ
る
と
収
数
し
説
か
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
「
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」
で
は
、
我
徳
を
「
大
我
」
と
し
て
長
々
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
本
文
で
は
、

そ
の
大
我
の
性
格
を
「
八
自
在
」
と
し
て
説
明
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
親
鷲
は
我
徳
の
内
実
を
、
同
じ
「
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」
の
別
の
箇
所
か
ら
引
証
し
て
い
る
。
本
来
、
「
高
貴
徳
王
菩
薩
品
」

で
は
、
「
浬
繋
経
』
を
信
受
し
修
行
す
る
行
者
は
十
の
功
徳
を
得
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
今
親
驚
が
問
題
と
す
る
箇
所

は
第
七
功
徳
に
該
当
す
る
。

善
男
子
、
諸
仏
如
来
は
煩
悩
起
こ
ら
ず
、
是
れ
を
浬
般
市
と
名
づ
く
。

所
有
の
智
慧
、
法
に
お
い
て
無
碍
な
り
、
是
れ
を
如
来
と
す
。

加
来
は
是
れ
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
に
あ
ら
ず
、
是
れ
を
仏
性
と
名
づ
く
。

如
来
は
身
心
智
慧
、
無
量
無
辺
阿
僧
祇
の
土
に
遍
満
し
た
も
う
に
、
障
碍
す
る
所
無
し
、
是
れ
を
虚
空
と
名
づ
く
。

如
来
は
常
住
に
し
て
変
易
有
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
名
づ
け
て
実
相
と
日
う
。

是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
加
来
は
実
に
畢
寛
浬
般
市
に
あ
ら
ざ
る
、
是
れ
を
菩
薩
と
名
づ
く
、
と
己
上

親
驚
は
我
徳
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
全
て
如
来
と
い
う
言
葉
で
明
か
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先
行
研
究
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、

（
お
）

こ
れ
ら
全
て
六
丈
は
「
如
来
の
徳
」
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
如
来
と
は
第
一
に
煩
悩
が
起
こ
ら
な
い
「
浬
繋
」
で
あ
り
、

第
二
に
智
慧
、
法
に
お
い
て
の
「
無
時
」
で
あ
り
、
第
三
に
凡
夫
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
で
な
い
「
仏
性
」
で
あ
り
、
第
四
に
無
量
無

辺
阿
僧
祇
の
土
に
遍
満
す
る
「
虚
空
」
で
あ
り
、
第
五
に
常
住
に
し
て
変
易
有
る
こ
と
無
い
「
実
相
」
で
あ
る
と
い
っ
た
果
徳
を
具
足

親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味

五
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ノ、

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
総
括
し
て
、
第
六
に
如
来
は
実
に
畢
寛
浬
繋
で
は
な
い
「
菩
薩
」
と
名
づ
く
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ

の
第
六
に
つ
い
て
は
、

ど
う
解
釈
す
る
か
大
変
困
難
な
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
推
測
の
領
域
を
出
な
い
が
、
親
鷲
に
お
い
て
最
後
に
説

か
れ
る
菩
薩
と
は
、
法
蔵
菩
薩
の
願
心
と
な
っ
て
働
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
真
仏
土
巻
」
は
専
ら
仏
身
仏
土
に
つ
い
て
注
視
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
言
わ
ば
知
来
表
現
の
範
鴫
そ
の
も
の
を
内
容
と
し
て
い
る
。

「
教
巻
」
で
は
、

（別）

往
相
回
向
に
就
い
て
真
実
の
教
行
信
証
有
り
。

と
掲
げ
て
い
る
が
、
親
驚
は
浄
土
に
往
生
す
る
相
で
あ
る
働
き
（
回
向
）
に
お
い
て
、
真
実
の
教
行
信
証
が
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
そ

の
真
実
な
る
教
行
信
証
の
中
で
、
先
程
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
我
」
に
つ
い
て
、
親
鷺
は
「
信
巻
」
で
以
下
の
如
く
明
か
し
て
い

る

「
如
実
修
行
相
応
」
と
名
づ
く
。
こ
の
故
に
論
主
建
め
に
「
我
一
心
」
と
一
一
百
え
り
、
と
。
（
後
略
）

論
註
に
日
わ
く
、
「
如
実
修
行
相
応
」
と
名
づ
く
。
こ
の
故
に
論
主
建
め
に
「
我
一
心
」
と
言
え
り
。
（
後
略
）

真
実
の
信
心
は
必
ず
名
号
を
具
す
。
名
号
は
必
ず
し
も
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
な
り
。
こ
の
故
に
論
主
建
め
に
「
我
一
心
」
と

（お）

一
一
一
口
え
り
。
又
「
如
彼
名
義
欲
如
実
修
行
相
応
故
」
と
言
え
り
。
（
括
弧
筆
者
）

こ
こ
で
の
詳
細
な
説
明
は
一
切
避
け
る
が
、
た
だ
、
上
述
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
、
親
驚
は
曾
て
論
、
玉
（
世
親
）
が
、
往
生
浄
土
の

側
面
に
お
い
て
「
我
一
心
」
を
宣
揚
し
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
周
知
の
如
く
、
こ
こ
で
言
う
「
我
」
と
は
、
既
に
中
国
の
曇
鷲
が
、

流
布
語
の
「
我
」
と
指
摘
し
、
尚
ま
た
「
我
一
心
」
を
、
世
親
の
自
督
の
詞
と
し
て
押
さ
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

顛
倒
に
基
づ
く
無
我
と
戎
の
関
係
と
は
意
味
合
い
が
異
な
る
。

「
浬
繋
経
』

の
四

つ
ま
り
、
こ
こ
で
一
示
す
「
我
一
心
」
と
は
、
往
生
浄
土
の
歩
み
に
お
い
て
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
蔵
菩
薩
が
実
の
如
く
修
行
し

相
応
す
る
と
い
っ
た
、
言
わ
ば
衆
生
（
未
覚
）
か
ら
如
来
（
覚
）
、
生
死
か
ら
浬
繋
、
有
漏
か
ら
無
漏
へ
と
い
っ
た
指
向
し
て
い
く
修



道
の
意
味
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
親
驚
が
真
実
な
る
「
教
行
信
証
」
と
い
う
歩
み
を
「
信
心
仏
性
」
と
い

う
意
味
に
お
い
て
明
確
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
な
い
で
お
く
。
と
も
か
く
、
「
真
仏
土
巻
」
で
説

こ
う
と
す
る
仏
性
論
（
浬
般
市
仏
性
）

で
は
、
そ
う
し
た
往
生
浄
土
の
側
面
で
示
し
て
い
く
「
我
徳
」
を
隠
し
、
「
如
来
の
徳
」
を
顕
す

」
と
に
徹
し
て
い
る
。

親
鷲
は
八
自
在
に
基
づ
く
大
我
の
経
文
を
削
除
し
、
我
徳
を
如
来
の
徳
と
し
て
置
き
換
え
て
い
る
。
何
故
、
我
徳
を
挙
げ
な
か
っ
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
た
だ
、
先
に
も
示
し
た
よ
う
に
「
出
世
の
我
相
」
や
「
真
我
」
と
い
う
ニ
一
一
口
葉
が
全
て
仏
性
の
意
味
に
関
わ
る
こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
親
驚
自
身
が
、
出
世
間
に
基
づ
く
我
徳
を
得
よ
う
な
ど
、
到
底
及
び
も
し
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

し
て
や
、
八
自
在
の
大
我
な
ど
如
来
の
無
碍
自
在
で
あ
っ
て
、
と
て
も
衆
生
が
得
ら
れ
る
果
徳
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

衆
生
に
お
い
て
仏
性
を
覚
知
す
る
と
は
、

一
切
衆
生
定
ん
で
仏
性
有
り
。
是
れ
を
名
づ
け
て
著
と
為
す
。
若
し
仏
性
無
く
ば
是
れ
を
虚
妄
と
名
づ
く
。

と
説
く
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
も
分
別
の
領
域
か
ら
生
ず
る
我
見
で
あ
る
。

も
し
、
「
真
仏
土
巻
」
で
説
く
我
徳
を
強
調
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
「
如
来
広
大
の
恩
徳
を
迷
失
す
る
」
意
味
に
為
り
か
ね
な
い
。
す

な
わ
ち
、
親
鷲
に
と
っ
て
常
楽
我
浄
説
と
は
、
あ
く
ま
で
主
体
を
我
徳
で
は
な
く
如
来
の
徳
と
し
て
転
ず
る
所
に
意
味
を
持
つ
。
そ
し

て
、
そ
の
徳
と
は
、
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
我
が
身
を
包
み
込
む
如
来
の
大
悲
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
親
鷲
は

（
幻
）

そ
う
し
た
、
如
来
の
徳
を
仏
性
の
意
味
内
容
と
し
て
関
連
付
け
感
得
し
た
の
で
あ
る
。

五
、
衆
生
に
お
け
る
見
仏
性

さ
て
、
今
ま
で
は
如
来
の
側
面
か
ら
大
浬
般
市
、
常
楽
我
浄
説
を
考
証
し
て
き
た
が
、
本
節
で
は
衆
生
の
側
面
か
ら
再
度
仏
性
を
究
明

親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味
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し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

「
真
仏
土
巻
」
で
は
、
衆
生
の
上
に
仏
性
が
ど
う
実
現
す
る
か
に
つ
い
て
、
「
迦
葉
菩
薩
品
」
か
ら
長
く
引
証
し
て
い
る
。

我
が
所
説
の
十
二
部
経
の
如
し
、
或
い
は
随
自
意
説
、
或
い
は
随
他
意
説
、
或
い
は
随
自
他
意
説
な
り
。
（
中
略
）
善
男
子
、
我

が
所
説
の
如
き
、
－
住
の
菩
薩
少
し
き
仏
性
を
見
る
、
是
れ
を
随
他
意
説
と
名
づ
く
。
（
中
略
）
善
男
子
、
常
に
一
切
衆
生
悉
有

仏
性
と
宣
説
す
る
、
是
れ
を
随
自
意
説
と
名
づ
く
。

一
切
衆
生
は
悉
く
仏
性
有
れ
ど
も
、
煩
悩
覆
え
る
が
故
に
見
る
こ
と
を
得
る

（お）

こ
と
あ
た
わ
ず
と
。
我
が
説
、
是
の
如
し
。
汝
が
説
、
ま
た
爾
な
り
と
。
是
れ
を
随
白
他
意
説
と
名
づ
く
。

要
す
る
に
、
こ
こ
で
は
仏
の
所
説
を
随
白
音
諮
師
、
随
他
音
山
説
、
随
自
他
意
説
と
大
き
く
三
種
に
分
け
て
説
い
て
い
る
。
随
白
意
説
と

は
（
順
番
は
変
動
す
る
が
）
如
来
が
自
ら
意
の
ま
ま
に
説
く
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
の
自
内
証
を
宣
説
す
る
こ
と
。
ま
た
、
随
他
意

説
と
は
「
十
住
菩
薩
少
し
き
仏
性
を
見
る
」
と
、
衆
生
の
意
に
随
っ
て
説
く
こ
と
。
そ
し
て
、
随
自
他
意
説
と
は
、
一
切
衆
生
に
仏
性

有
る
と
難
も
、
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
と
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
、
言
わ
ば
前
の
両
方
に
関
わ
る
意
味
と
し
て

説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
三
者
は
、
如
来
、
十
住
菩
薩
、
衆
生
と
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
性
観
の
立
場
か
ら
分
け
て
説
示
さ
れ
て
い

る
さ
て
特
に
今
課
題
と
し
た
い
所
は
、
第
一
一
一
の
衆
生
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
親
鷲
は
そ
れ
に

呼
応
す
る
意
味
で
、
敢
え
て
本
来
先

に
説
か
れ
る
「
師
子
肌
菩
薩
品
」
の
経
文
を
最
後
に
持
っ
て
く
る
。

又
言
わ
く
、

一
切
覚
者
を
名
づ
け
て
仏
性
と
す
。
十
住
の
菩
薩
は
名
づ
け
て
一
切
覚
と
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
が
故
に
、
是
の
故
に

見
る
と
難
も
明
了
な
ら
ず
。
（
中
略
）
善
男
子
、
復
眼
見
有
り
。
諸
仏
如
来
な
り
。
十
住
の
菩
薩
は
仏
性
を
眼
見
し
、
復
開
見
す

一
切
衆
生
乃
至
九
地
ま
で
に
仏
性
を
聞
見
す
。
菩
薩
若
し
一
切
衆
生
悉
く
仏
性
有
り
と
聞
け
ど
も
、
心
に
信
を
生

ぜ
ざ
れ
ば
聞
見
と
名
づ
け
ず
と
。

る
こ
と
有
り
。

一
切
覚
者
（
如
来
）
は
、
仏
性
で
あ
る
が
、
十
住
の
菩
薩
は
少
分
の
見
仏
性
で
あ
る
た
め
に
一
切
覚
で
は
な
い
。
ま
た
、
見
に
お
い



て
眼
見
と
聞
見
の
二
種
が
あ
る
。
今
、
経
文
を
－
要
約
す
る
な
ら
、
第
一
に
諸
仏
如
来
は
眼
見
。
第
二
に
十
住
菩
薩
（
十
地
菩
薩
）
は
眼

見
と
間
見
。
第
三
に
一
切
衆
生
か
ら
九
地
ま
で
の
行
者
を
聞
見
と
規
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
第
二
、
三
は
、

く
と
言
っ
て
も
、
信
を
生
じ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
聞
見
と
は
言
え
な
い
。

つ
ま
り
、
経
典
で
は
、

一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
聞

一
切
衆
生
は
間
見
に
お
い
て
仏
性
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
が
、
し
か
し
、
信
心
を
発
こ
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
衆
生
が
と
て
も
仏
性
を
間
見
す
る
こ
と
な
ど
で

き
な
い
と
言
う
。
ま
し
て
や
上
述
で
説
く
よ
う
に
、

一
切
衆
生
は
客
塵
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
限
り
な
く
仏
性
を
見
る
可
能
性

は
低
い
と
言
え
る
。

見
仏
性
の
課
題
に
つ
い
て
、
親
驚
は
さ
ら
に
経
典
を
読
み
進
め
、
眼
見
聞
見
の
説
示
を
挙
げ
て
い
く
。
元
よ
り
「
浬
般
市
経
』
「
師
子

肌
菩
薩
品
」
で
は
、

善
男
子

若
し
善
男
子
善
女
人
有
り
て
、
如
来
を
見
ん
と
欲
わ
ば
、
応
に
十
二
部
経
を
修
習
し
受
持
し
、
読
請
し
、
書
写
し
、
解

説
す
べ
き
な
り
。

と
説
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
親
鷲
は
こ
う
し
た
善
男
子
善
女
人
が
十
二
部
経
の
行
修
に
お
い
て
見
仏
を
果
た
そ
う
と
す
る
在
り
方
を

乃
至
し
て
い
る
。

親
鷲
が
引
用
す
る
経
文
は
そ
の
後
で
あ
り
、
師
子
肌
菩
薩
が
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
い
る
衆
生
は
、
如
来
の
心
相
を
知
る
こ
と
を
で
き
な

い
と
い
う
が
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
、
衆
生
が
知
来
の
心
相
を
観
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
、
世
尊
に
対
し
て
質
問
す

る
所
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
問
い
に
、
世
尊
は
、

有
り
。

一
つ
に
は
眼
見
、

一
切
衆
生
は
実
に
知
来
の
心
相
を
知
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
若
し
観
察
し
て
知
る
こ
と
を
得
ん
と
欲
わ
ば
、

（お）

一
一
つ
に
は
聞
見
な
り
。

二
つ
の
因
縁

善
男
子
、

と
、
も
し
如
来
の
心
相
を
観
察
し
て
覚
知
し
よ
う
と
欲
う
な
ら
、
眼
見
と
聞
見
の
二
つ
の
因
縁
が
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
、
そ
の

「
見
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
親
驚
は
具
体
的
な
経
文
を
挙
げ
て
い
く
。

親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味

九



親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味

。

若
し
如
来
所
有
の
身
業
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
は
、
当
に
知
る
べ
し
、
是
れ
即
ち
如
来
と
す
る
な
り
。
是
れ
を
眼
見
と
名
づ
く
。
若

し
如
来
所
有
の
口
業
を
観
ぜ
ん
、
当
に
知
る
べ
し
、
是
れ
即
ち
如
来
と
す
る
な
り
。
是
れ
を
聞
見
と
名
づ
く
。
若
し
色
貌
を
見
た

て
ま
つ
る
こ
と
、
一
切
衆
生
の
与
に
等
し
き
者
無
け
ん
。
当
に
知
る
べ
し
、
是
れ
即
ち
如
来
と
す
る
な
り
。
是
れ
を
眼
見
と
名
づ

く
。
若
し
音
声
微
妙
最
勝
な
る
を
聞
か
ん
、
衆
生
所
有
の
音
声
に
は
同
じ
か
ら
じ
。
当
に
知
る
べ
し
、
是
れ
即
ち
如
来
と
す
る
な

り
。
是
れ
を
聞
見
と
名
づ
く
。
若
し
如
来
所
作
の
神
通
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
に
、
衆
生
の
為
と
や
せ
ん
、
利
養
の
為
と
や
せ
ん
。

若
し
衆
生
の
為
に
し
て
利
養
の
為
に
あ
ら
ず
、
当
に
知
る
べ
し
。
是
れ
即
ち
如
来
と
す
る
な
り
。
是
れ
を
眼
見
と
名
づ
く
。
若
し

如
来
を
観
ず
る
に
、
他
心
智
を
以
て
衆
生
を
観
そ
な
わ
す
時
、
利
養
の
為
に
説
き
、
衆
生
の
為
に
説
か
ん
。
若
し
衆
生
の
為
に
し

て
利
養
の
為
に
せ
ざ
ら
ん
、
当
に
知
る
べ
し
、
是
れ
即
ち
知
来
と
す
る
な
り
。
是
れ
を
聞
見
と
名
づ
く
。
略
出

つ
ま
り
、
『
浬
繋
経
』
で
説
く
眼
見
聞
見
の
両
者
の
意
味
は
、
次
の
三
つ
に
整
理
さ
れ
る
。
第
一
に
身
業
と
口
業
と
は
如
来
に
基
づ

く
三
業
。
第
二
に
色
貌
と
音
声
と
は
如
来
に
基
づ
く
六
境
。
第
一
一
一
に
神
通
と
他
心
智
と
は
如
来
に
基
づ
く
六
神
通
の
側
面
で
あ
る
。
こ

れ
ら
何
れ
も
、
眼
見
と
聞
見
に
お
い
て
如
来
の
心
相
を
観
察
で
き
る
と
さ
れ
る
が
、
前
段
の
「
心
に
信
を
生
じ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
聞

見
と
は
名
づ
か
な
い
」
と
い
っ
た
経
文
を
考
慮
す
る
な
ら
、
特
に
後
者
で
説
く
如
来
所
有
の
口
業
、
微
妙
最
勝
な
る
音
声
を
聞
見
す
る

と
い
っ
た
教
示
は
看
過
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
教
証
は
衆
生
に
と
っ
て
聞
と
い
う
中
に
信
の
意
味
を
改
め
て
見
直
す
所
で

あ
り
、
且
っ
そ
こ
に
親
鷲
の
見
仏
性
が
「
間
即
信
」
「
信
叩
聞
」
と
い
っ
た
柑
依
相
待
な
る
思
想
背
景
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。
そ
の
こ
と
は
、
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
「
大
無
量
寿
経
』
で
説
く
「
聞
其
名
号
、
信
心
歓
喜
」
の
説
一
不
を
示
唆
し
て
い
る
と
一
言

h

え
ト
ー
で
つ
。

そ
れ
故
、
親
鷲
は
「
真
仏
土
巻
」
の
最
後
の
結
釈
で
、

惑
染
の
衆
生
、
此
に
し
て
性
を
見
る
こ
と
あ
た
わ
ず
、
煩
悩
に
覆
わ
る
る
が
故
に
。
経
に
は
「
我
、
ト
住
の
菩
薩
、
少
分
仏
性
を
（お）

見
る
と
説
く
」
と
一
－
一
一
口
え
り
。
故
に
知
り
ぬ
、
安
楽
仏
国
に
到
れ
ば
、
即
ち
必
ず
仏
性
を
顕
す
、
本
願
力
の
回
向
に
由
る
が
故
に
。



（
括
弧
筆
者
）

つ
ま
り
、
親
鷲
は
裟
婆
世
界
（
此
土
）
に
お
い
て
見
性
の
成
仏
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
、
『
浬
繋
経
』

の
経
丈
で
説
く
よ
う
な
十
住
の
菩
薩
で
さ
え
、
行
修
し
た
所
で
少
分
の
仏
性
し
か
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
示

す
見
性
と
は
、
眼
見
に
お
い
て
証
果
を
得
ょ
う
と
す
る
歩
み
に
他
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
親
鷲
は
安
楽
園
（
彼
土
）
に
往
生
す
れ
ば
、

必
ず
仏
性
を
顕
現
す
る
（
成
仏
す
る
）
と
言
う
。
そ
し
て
、
そ
の
根
本
に
は
、
絶
え
ず
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
（
光
明
無
量
・
寿
命
無

量
）
が
働
い
て
い
る
と
明
か
す
の
で
あ
る
。

六
、
ま
と
め
と
今
後
の
展
望

以
上
、
親
鷲
に
お
け
る
仏
性
の
意
味
を
幾
っ
か
挙
げ
て
き
た
。
親
鷲
に
と
っ
て
仏
性
の
意
味
と
は
、
『
浬
繋
経
』
の
教
証
か
ら
尋
ね

る
限
り
、
大
変
多
く
の
意
味
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
小
論
で
は
、
大
浬
葉
、
常
楽
我
浄
、
見
仏
性
と
意
味
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
れ
ら

全
て
は
何
れ
も
仏
性
に
集
約
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
「
浬
繋
経
』
で
は
、
ブ
ッ
ダ
の
大
浬
繋
を
明
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
虚
妄

な
る
常
見
と
断
見
を
問
い
質
し
て
い
く
。
ま
た
、
そ
う
し
た
背
景
に
は
ブ
ツ
ダ
の
遺
教
で
あ
る
三
法
印
を
見
直
す
た
め
、
常
楽
我
浄
説

を
全
面
に
出
す
意
図
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
「
浬
般
市
経
」
で
は
、
そ
れ
ら
大
浬
般
市
、
我
な
ど
全
て
を
如
来
蔵
・
仏
性
で
あ

る
と
顕
示
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

親
鷲
は
そ
う
し
た
仏
性
の
教
一
不
を
素
直
に
受
け
容
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
親
鷲
は
自
ら
を
菩
薩
道
や
『
浬
繋
経
』
を
信
解
し
、
読
諦

し
、
受
持
す
る
行
者
と
し
て
捉
え
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
阿
弥
陀
仏
の
光
寿
無
量
を
間
見
す
る
こ
と
に
お
い
て
仏
性
を
開
覚
し
て
い
く
。

つ
ま
り
、
親
驚
は
、

そ
う
し
た
光
明
（
智
慧
）
と
寿
命
（
慈
悲
）

の
両
者
に
は
、
絶
え
ず
悉
有
仏
性
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。

親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
音



親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味

ま
た
、
今
回
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
中
で
、
未
来
仏
性
の
問
題
が
あ
る
。
「
浬
繋
経
』
に
は
「
衆
生
、
未
来
に
清
浄
の

身
を
具
足
荘
厳
し
て
、
仏
性
を
見
る
こ
と
を
得
る
」
と
説
く
の
だ
が
、
三
世
の
中
、
未
来
に
お
い
て
仏
性
を
見
る
と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
一
不
す
の
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

凡
例＊
本
稿
の
表
記
は
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。
経
典
か
ら
の
引
用
文
は
書
き
下
し
文
で
統
一
し
た
。

＊
典
拠
の
表
記
は
次
の
よ
う
に
表
わ
し
た
。

註（
1
）

（

2
）
 『

ワ
イ
ド
版
・
定
本
親
驚
聖
人
全
集
』
（
以
下
、
定
親
全
）
0

『
真
宗
聖
教
全
書
』
（
以
下
、
聖
人
玉
）
。
『
大
正
新
筒
大
蔵
経
』
（
以
下
、

大
正
）
0

＊
今
回
『
大
乗
浬
繋
経
」

の
テ
キ
ス
ト
は
慧
厳
、
慧
観
、
謝
霊
運
居
士
等
の
共
著
「
南
本
浬
繋
経
』
に
拠
っ
た
。
し
た
が
っ
て
頁

数
も
、
以
下
南
本
で
記
し
た
。

（

5
）
 

「
南
本
浬
繋
経
』
巻
八
「
如
来
性
口
問
」
（
大
正
一
三
・
六
五
一
二

a
）

『
南
本
記
繋
経
』
巻
二
五
「
師
子
肌
菩
薩
口
町
」
（
大
正
二
ア
七
六
七
a
b
）

安
田
理
深
『
教
行
信
証
真
仏
し
し
巻
聴
記
』
（
丈
栄
堂
）
二
八
－
一
1
l
一
一
一
頁
参
照

「
法
事
讃
』

F
巻
（
聖
八
五
一
・
五
九
七
頁
）

『
教
行
信
託
』
「
真
仏
土
巻
」
（
定
親
金
一
－
一
↓
六
二
頁
）

影
印
版
『
坂
東
本
・
教
行
信
証
』
「
顕
浄
土
真
仏
土
丈
類
五
」
（
親
鷲
聖
人
御
生
誕
八
百
年
・
立
教
関
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
記
念
出

版
、
一
九
七
一
年
）
の
一
一
一
八
頁
に
拠
る
と
、
次
の
「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
引
用
文
の
上
に
、
「
先
行
品
」
の
「
又
一
百
迦
葉
復
一
言
。
世
尊

第
一
義
諦
亦
名
為
道
亦
。
名
H
t
n
提
亦
。
名
目
繋
乃
百
七
」
と
い
っ
た
別
紙
に
書
写
さ
れ
た
経
文
の
跡
が
残
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か

ら
見
て
、
親
驚
が
改
め
て
「
党
行
品
」
の
経
丈
を
補
足
し
て
結
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。



（

6
）
 

『
教
行
信
証
』
「
真
仏
土
巻
」
に
関
す
る
詳
細
な
科
丈
分
け
は
、
次
の
先
行
研
究
か
ら
参
考
と
し
た
。

－
安
井
庚
度
「
親
驚
聖
人
と
浬
繋
経
」
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
第
二
輯
（
法
裁
館
）
一
四
｜
四
七
頁
参
照

－
土
橋
秀
高
「
戒
律
の
研
究
第
二
』
「
第
六
節
・
浬
繋
経
と
親
驚
」
（
永
田
丈
昌
堂
）
二
九
二
二
て
ヱ
ハ
頁
参
照

・
宇
野
順
治
『
大
般
浬
般
市
経
要
文
講
述
』
（
永
田
丈
日
目
堂
）
九
九

3

三
八
頁
参
照

「
仏
性
」
と
は
、
一
般
的
に
如
来
性
、
覚
性
、
ブ
ッ
ダ
の
本
性
の
意
味
、
仏
に
な
る
可
能
性
、
因
性
、
種

f
、
仏
の
さ
と
り
そ
の
も

の
の
性
質
、
如
来
蔵
の
異
名
と
い
っ
た
意
味
が
挙
げ
ら
れ
る
。
多
屋
頼
俊
・
横
超
慧
日
・
舟
橋
一
哉
編
集
「
新
編
・
仏
教
学
辞
典
』

（
法
裁
館
）
三
八
八
｜
九
頁
参
照
。

小
川
一
乗
氏
の
説
示
に
拠
れ
ば
、
漢
訳
「
仏
性
」
の
語
源
的
解
釈
は
お
お
よ
そ
一
一
一
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

①

Z
E
E－
仏

r
u
g－
－
－
仏
・
如
来
を
得
る
た
め
の
因
「
仏
性
・
仏
国
」

②
古
住
吉
l
m
o
g－
－
－
仏
・
如
来
と
な
る
べ
き
種
姓
「
仏
種
姓
・
仏
子
」

③
互
百
四
白
g
m
R
F同
・
：
仏
・
知
来
が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
出
る
胎
蔵

l
「
如
来
蔵
」

『
小
川
一
乗
仏
教
思
想
論
集
』
第
二
巻
「
仏
性
思
想
論
E
」
（
法
栽
館
）
二
二
三

O
、
二

O
一
l
三
頁
参
照
。

ま
た
、
小
川
氏
は
、
『
究
克
二
来
宝
性
論
』
に
基
づ
き
、
大
乗
仏
教
の
仏
道
体
系
と
し
て
如
来
蔵
・
仏
性
の
意
味
内
容
を
尋
ね
る

と
、
次
の
三
種
に
説
明
で
き
る
と
一
言
、
っ
。
今
こ
こ
で
は
簡
約
し
て
挙
げ
て
お
く
。

第
一
に
「
如
来
の
法
身
」
・
：
法
界
か
ら
聖
教
へ
と
い
う
等
流
。
常
に
説
法
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
宗
教
的
事
実
を
一
不
す
。
如
来

の
法
身
（
の
は
た
ら
き
）
が
遍
満
す
る
。
↓
判
定
相
的
説
明
（
慈
悲
的
）

第
二
に
「
如
来
の
真
如
」
：
一
切
有
情
が
縁
起
的
存
在
で
あ
り
、
本
来
清
浄
・
本
来
空
で
あ
る
と
い
う
本
質
的
な
事
実
。
如
来
と

一
切
有
情
が
無
差
別
で
あ
る
。
↓
本
質
論
的
説
明
（
智
慧
的
）

第
三
に
「
如
来
の
種
姓
」
・
：
真
如
化
へ
と
指
向
さ
れ
て
い
く
と
い
う
修
道
的
在
り
方
↓
往
相
的
説
明
（
智
慧
的
）

詳
細
は
、
「
小
川
一
乗
仏
教
思
想
論
集
』
第
一
巻
「
仏
性
思
想
論
I
」
（
法
裁
館
）
八
二
一

O
七
頁
、
ま
た
「
向
上
』
第
二
巻
「
仏

性
思
想
論
H
」
（
向
上
）
四
一
一
一
ー
ー
五
頁
参
照
。

『
南
本
浬
繋
経
」
巻
五
「
四
相
口
問
」
（
大
正
二
一
・
六
三
一

c
l六
二
一
二

a
）

「
四
相
品
」
で
は
解
脱
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
「
解
脱
と
は
名
づ
け
て
口
口
口
と
日
う
。
（
誓
え
ば
口
口
口
の
如
し
。
）
口
口
口
は
即

ち
真
の
解
脱
な
り
。
真
の
解
脱
と
は
即
ち
是
れ
如
来
な
り
」
と
い
っ
た
定
型
文
体
が
繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
中
国

の
章
安
大
師
濯
頂
の
『
大
般
浬
般
市
経
疏
』
九
巻
で
は
、
「
天
台
大
師
曾
て
霊
石
に
お
い
て
、
一
夏
こ
の
百
句
解
脱
を
釈
す
。
一
句
の

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 親

驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味



親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味

四

（叩）

中
に
百
句
有
り
」
（
大
正
三
八
・
九
一
一
C
）
と
い
っ
た
智
額
の
見
地
に
基
づ
き
百
句
解
脱
の
法
門
と
解
釈
し
て
い
る
。

『
教
行
信
証
」
「
真
仏
土
巻
」
（
定
親
全
一
・
二
三
三
頁
）

「
南
本
浬
般
市
経
』
巻
五
「
四
相
品
」
（
大
正
二
－
－
六
一
二
二
b
｜
六
二
一
L

ハ
a
）

『
無
量
寿
経
』
で
説
く
「
自
然
」
と
は
、
元
々
老
荘
思
想
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
中
、
「
白
然
虚
無
」
と
は
、
老

子
が
自
然
の
極
致
を
無
に
求
め
る
所
か
ら
使
用
さ
れ
る
造
語
で
あ
る
。
ま
た
「
無
極
之
体
」
の
勺
無
極
」
と
は
、
た
と
え
ば
「
老

子
』
の
中
で
「
其
の
白
を
知
り
て
、
そ
の
黒
を
｛
寸
ら
ば
、
天
下
の
式
と
為
る
。
天
下
の
式
と
為
ら
ば
、
常
徳
式
わ
ず
、
無
極
に
復
帰

す
」
（
蜂
屋
邦
夫
訳
注
宝
石
子
』
第
二
八
章
・
二
二
一
L
I
l

－
－
五
頁
岩
波
文
庫
）
と
説
か
れ
て
お
り
、
極
ま
り
無
い
も
の
、
つ
ま
り
、

根
本
的
な
道
と
い
う
意
味
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
の
初
出
は
、
何
れ
も
老
荘
の
思
想
背
景
が
前
提
に
あ
る
。
詳

細
は
、
森
三
樹
三
郎
『
老
荘
と
仏
教
」
（
講
談
社
学
術
文
庫
）
二
五
七

3

一
六
九
頁
参
照
。

「
諸
経
和
讃
』
（
定
親
全
二
・
五
六
一
員
）

「
教
行
信
証
』
「
真
仏
土
巻
」
（
定
親
全
一
・
二
三
三
頁
）

『
南
本
浬
般
市
経
』
巻
五
「
問
相
口
問
」
（
大
正
二
了
六
三
六

a
）

『
無
量
寿
経
』
上
巻

f
F土
全
一
・
一
一
一
頁
）

「
南
本
浬
繋
経
』
巻
二
「
純
陀
品
」
（
大
正
二
了
六
一
七

a
b
）

詳
細
は
下
回
正
弘
『
浬
般
市
経
の
研
究
！
l
i大
乗
経
典
の
研
究
方
法
試
論
」
（
春
秋
社
）
一
二
三
ー
ー
九
頁
、
藤
井
教
公
「
浬
繋
経

に
お
け
る
我
」
（
『
仏
教
学
』
一
六
号
仏
教
思
想
学
会
）
四
七

l
七
O
頁
を
参
照

『
南
本
浬
般
市
経
』
巻
八
「
如
来
性
口
問
」
（
大
正
二
一
・
六
四
八
b
）

『
土
岡
本
浬
繋
経
』
巻
八
「
如
来
性
品
」
（
大
正
二
了
六
四
八
b
）

織
田
顕
祐
「
大
乗
仏
教
に
お
け
る
寸
有
L

の
論
理
」
（
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
五
六
号
大
谷
大
学
仏
教
学
会
）
か
ら
大
変
有
益
な
示

唆
を
得
た
。
詳
細
は
、
一
四
｜
三

O
頁
参
照
。

『
南
本
浬
繋
経
』
巻
八
「
如
来
性
口
四
」
（
大
正
二
了
六
四
九
C

1
六
五
一
二
C
）

「
八
自
在
」
と
は
、
冗
々
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
や
ヨ

1
ガ
派
に
お
い
て
説
示
さ
れ
た
ア
l
ト
マ
ン
に
基
づ
く
八
種
の
性
質
を
流
用
し
た

も
の
で
、
「
我
」
に
八
自
在
が
具
し
て
い
る
と
一
百
わ
れ
る
。
①
一
身
を
示
し
て
多
身
と
な
し
、
十
方
無
且
一
の
世
界
に
充
満
す
る
。
②

一
つ
の
塵
の
如
き
身
に
よ
っ
て
一
二
千
大
千
世
界
を
満
た
す
。
③
そ
の
身
体
を
も
っ
て
自
在
に
空
を
飛
ぶ
。
④
如
来
は
全
て
の
生
け
る

者
に
心
を
有
ら
し
め
、
一
土
に
住
し
な
が
ら
、
し
か
も
他
土
の
者
全
て
に
見
さ
せ
る
。
⑤
一
根
に
よ
っ
て
色
を
見
、
声
を
聞
き
、
香

（日）13 12 （日）
（日）
（日）

（
口
）
（
時
）
（印）

（
加
）
（引）



（担）

を
嘆
ぎ
、
味
を
別
ち
、
触
を
覚
え
、
法
を
知
る
。
⑥
如
来
は
一
切
法
を
得
る
も
得
想
な
し
。
⑦
如
来
説
法
の
自
在
。
⑧
如
来
は
一
切

処
に
遍
満
し
て
虚
空
の
如
く
で
あ
る
と
い
っ
た
、
八
種
の
自
在
力
を
い
う
。
『
南
本
浬
般
市
経
』
巻
二
一
「
高
貴
徳
王
菩
薩
日
間
」
（
大
正

一
一
二
七
四
六
C

七
四
七
日
）
ま
た
、
詳
細
は
藤
井
教
公
「
深
般
市
経
に
お
け
る
我
」
（
『
仏
教
学
』
一
六
号
仏
教
思
想
学
会
）
六

て
｜
七
O
頁
を
参
照

『
教
行
信
託
』
「
真
仏
土
巻
」
（
定
親
九
七
一
・
二
三
九
頁
）

『
南
本
浬
繋
経
」
巻
一
一
一
一
一
「
高
貴
徳
王
菩
薩
口
問
」
（
大
正
A

二
・
七
五
八

c

七
五
九

a
）

金
子
大
栄
『
教
行
信
証
講
読
！
｜
真
仮
巻
1

i』
「
金
子
大
栄
著
作
集
第
八
巻
」
（
春
秋
社
）
七
一
一
一
ー
ー
凹
貝

『
教
行
信
証
」
「
教
巻
」
（
山
疋
親
八
一
－
九
百
貝
）

「
教
行
信
証
」
「
信
巻
」
（
定
親
全
一
・
一

O
O

二
二
一
一
頁
）

『
南
本
浬
繋
経
』
巻
一
一
一
一
一
「
迦
葉
菩
薩
日
間
」
（
大
正
一
二
・
八
一
九
C

）

「
浬
繋
経
」
で
説
く
「
出
世
の
我
桐
」
を
、
直
接
親
驚
は
引
証
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
た
だ
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
意
味
と
し
て
、
『
浄

土
論
」
「
浄
土
論
註
』
で
は
「
正
道
の
大
慈
悲
は
、
出
世
の
善
根
よ
り
生
ず
」
（
定
親
全
一
・
二
五
O

一
頁
）
と
い
う
荘
厳
性
功
徳

成
就
釈
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
視
点
は
今
後
の
展
開
に
お
い
て
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

『
教
行
信
証
』
「
真
仏
土
巻
」
（
定
親
全
一
・
二
四
七
頁
）

「
南
本
浬
般
市
経
』
巻
一
一
一
一
一
「
迦
葉
菩
薩
品
」
（
大
正
二
一
・
八
二

O
b
l八一一一

a
）

『
教
行
信
証
』
「
真
仏
土
巻
」
（
定
親
〈
モ
一
・
二
四
八
頁
）

『
南
本
浬
般
市
経
』
巻
二
五
・
六
「
師
子
肌
菩
薩
口
問
」
（
大
正
二
了
七
七
二
b
c
）

一
説
で
は
『
浬
繋
経
」
で
は
「
十
住
の
菩
薩
」
を
「
十
地
の
菩
薩
」
と
同
一
的
に
見
る
傾
向
が
あ
る
。
た
と
え
ば
経
典
で
は
「
後
身

菩
薩
の
仏
性
に
六
有
り
。
一
に
は
常
、
二
に
は
浄
、
三
に
は
真
、
四
に
は
実
、
五
に
は
善
、
六
に
は
少
見
な
り
」
（
『
南
本
浬
繋
経
」

巻
三
二
「
迦
葉
菩
薩
口
巴
大
正
二
一
・
八
一
八

a
）
と
あ
る
よ
う
に
、
本
経
で
は
等
覚
位
を
立
て
ず
、
壮
一
寸
覚
後
身
の
菩
薩
に
お
い
て

少
分
仏
性
を
見
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
「
十
住
の
菩
薩
」
と
「
十
地
の
菩
薩
」
は
同
等
で
あ
る
言
わ
れ
る
。
詳
細
は
、
山
辺

習
学
・
赤
沼
知
日
善
共
著
『
教
行
信
証
講
義
』
「
真
化
巻
」
（
法
裁
館
）
一
一
四
四
五
頁
参
照

本
来
経
典
で
は
、
「
善
男
子
、
復
眼
見
有
り
。
諸
仏
如
来
、
＋
住
の
菩
薩
は
仏
性
を
眼
見
す
。
復
開
見
有
り
。
一
切
衆
生
乃
至
九
地

は
仏
性
を
間
見
す
。
菩
薩
若
し
一
切
衆
生
の
悉
く
仏
性
有
る
を
聞
き
て
、
心
に
信
を
生
ぜ
さ
れ
ば
開
見
と
名
け
ざ
る
な
り
」
と
読
ん

で
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
読
む
と
、
①
諸
仏
如
来
・
十
住
菩
薩
は
仏
性
を
眼
見
す
る
。
②
一
切
衆
生
乃
至
九
地
は
仏
性
を
間
見
す

（お）
（出）
（白）
（部）
（幻）

（お）
（却）

（却）
（出）親

驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味

五



親
驚
に
お
け
る
仏
性
開
覚
の
意
味

ム
ノ、

（認）
（お）

る
。
と
い
っ
た
二
種
に
分
け
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
驚
は
主
語
を
換
え
て
二
種
で
は
な
く
、
三
種
に
分
け
読
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
視
点
は
、
上
述
の
「
迦
葉
菩
薩
口
問
」
で
説
く
よ
う
な
、
①
随
白
意
説
（
如
来
）
、
②
随
他
意
説
（
十
住
菩
薩
）
、
③
随
自
他

意
説
（
衆
生
）
と
い
う
側
面
を
意
識
し
て
い
る
か
ら
敢
え
て
一
二
種
に
分
け
、
そ
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
と
も

思
量
す
る
所
で
あ
る
。

「
南
本
浬
般
市
経
』
巻
二
六
「
師
子
肌
菩
薩
口
問
」
（
大
正
＝
了
七
七
二
C
）

『
教
行
信
証
』
「
真
仏
土
巻
」
（
定
親
全
一
・
二
四
八
九
頁
）

「
南
本
浬
般
市
経
」
巻
一
一
六
「
師
子
肌
菩
薩
品
」
（
大
正
二
一
・
七
七
二
C

）

『
教
行
信
証
』
「
真
仏
土
巻
」
（
定
親
全
一
・
二
四
九
頁
）

『
南
本
浬
繋
経
』
巻
二
六
「
師
子
肌
菩
薩
品
」
（
大
正
二
了
七
七
二
C

）

『
大
無
量
寿
経
』
下
巻
（
聖
全
一
・
二
四
頁
）

「
教
行
信
証
」
「
真
仏
土
巻
」
（
定
親
全
一
・
二
六
四
頁
）

『
南
本
浬
繋
経
』
巻
一
一
一
一
「
迦
葉
菩
薩
品
」
（
大
正
二
了
八
O
九
日
）

（担）
（お）
（お）
（幻）


